


（2）令和４年 10 月１日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第84号

住民主体の地域支え合いの推進住民主体の地域支え合いの推進

ボランティア・市民活動の推進ボランティア・市民活動の推進

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進 令和３年度　事業報告

市内のネットワーク
協議会数 10 か所

地域福祉ネットワーク
協議会への支援

地域福祉を推進する活動
団体等で構成される地区
ごとの「協議会」の立上
げや運営支援

市内のサロン数 95 か所

寄り合いの場（サロン）
の支援

サロン立上げの相談受付、
サロンへの参加、運営の
相談の他、活動を広げる
ための支援

（１）生活支援コーディネーター設置

　　　第１層コーディネーター（市全体） １名

　　　第２層コーディネーター（地区毎） ６名

　　　（南部、今津、沖代、三光、耶馬溪、山国）

（２）生活支援コーディネート業務

　　　①地域ニーズ把握 394 回

　　　②地域への働きかけ 96 回

　　　③資源開発

　　　・各種講座開催、協力 16 回

　　　・生活支援サービスコーディネート 134 回

　　　・コーディネーター学習会 12 回

　　　・活動情報紙の発行 ４回

　　　④協議体による会議開催

　　　・第１層、第 2層開催回数 ６回

　　　⑤多機能地域生活拠点づくり「よりあ」

　　　・開催数 58回（南部、今津、沖代、耶馬溪、山国）

生活支援体制整備事業

講座数 11 講座

開催数 13 回

参加者数 301 名

人財育成講座の開催

地域で福祉活動を行う人財
（リーダー、支援者等）を
育成する各種講座の開催

助成団体数 337 件

助成額 13,035,979 円

福祉活動支援の助成

市内のボランティア、地
域福祉団体の活動支援

高齢者の生活支援・介護予防を目的に、地域での活動の
場づくりや必要な活動の開発を関係者・関係機関との調
整を行いながら推進

登録者数
　個人 433 名
　団体 145 団体
 3,995 名
ボランティア
希望･募集･相談数 179 件

ボランティア活動推進

ボランティア・市民活動
センターを中心としたボ
ランティア活動の支援等

実施小学校 17 校
実施回数 40 回
参加者 2,262 名

福祉教育推進
わいわい福祉ひろば

障がい者・高齢者及び支
援者が「タレント」となっ
て小学校で行う体験型の
福祉授業

受入施設数
 夏 29施設／春 13 施設

体験者数
 夏 56名／春 67 名

春・夏のボランティア
体験

高校生を中心にいろんな
世代の人がボランティア
を体験できる機会として
実施

障がい児（者）が余暇を
充実して過ごせる場を提
供し、心身の充実を目指
し実施

　開催回数 10 回
　延参加者数 86 名
夏休み期間 
　開催回数 4 回
　延参加者数 27 名

障がい児(者)余暇活動
支援事業（てくてく）

・介護保険訪問介護
　延利用回数 9,594回
・訪問型サービスＡ
　延利用回数 404回
・障がい者支援
　①家事援助
　　延利用回数 399回
　②通院等介助
　　延利用回数 6回
　③同行援護
　　延利用回数 144回

ホームヘルプ事業
・介護保険通所介護

　（４事業所）

　延利用回数 19,823 回

　平均利用者数 16.2 名

・通所型サービスＡ

　（生きがい元気アップ

　  クラブ・２事業所）

　延利用回数 2,857 回

　平均利用者数 6.2 名

デイサービス事業

・ケアプラン作成件数

　　　　　年 4,637 件

居宅介護支援事業
（３事業所）

介護支援専門員（ケアマ
ネジャー）による介護支
援計画書の作成や、ご利
用者様のケアプランの作
成、連絡調整、相談業務、
状況確認など

訪問入浴車により自宅に
訪問し、スタッフが簡易
浴槽を使用して入浴をサ
ポート

・介護保険
　訪問入浴介護
　　延利用回数 462 回
　　利用者数 14 名
・障がい者
　実績なし

訪問入浴介護事業
（１事業所）

特別養護老人ホーム
やすらぎ荘

（定員 60名）

延利用者数 15,778 名

３月末入所者数 42 名

養護老人ホーム
中津市豊寿園

経済的、環境的理由で自
宅で生活することが困難
な 65才以上の自立した
高齢者が対象の措置施設

介護保険制度による要介
護認定の申請に基づいて
調査員が対象者を訪問
し、要介護度を審査する
ための調査書を作成

①本耶馬渓生活支援ハウス
　（定員 15名）
　３月末にて閉鎖
②耶馬溪生活支援ホーム
　（定員 10名）
　３月末居住者数 9 名
③山国生活支援ハウス
　（定員 20名）
　３月末居住者数 14 名

生活支援ハウス・ホーム
（３施設）

調査件数 2,603 件

介護保険
要介護認定調査事業

サポーター登録 474 名

受入機関登録数 123 か所

評価ポイント数 4,141 個

福祉の里づくり
サポーター事業

65 才以上の高齢者が施
設等でサポート活動を行
う健康増進や社会貢献活
動による生きがいづくり

　実利用者数 14 名

　配達回数 420 回

買い物支援事業
（山国地区）

貸出件数

　電動ベッド 168 件

　車いす 138 件

福祉用具貸出事業

在宅生活の要支援者や障
がい者等に無料で福祉用
具を貸出し、本人や介護
者の負担を軽減

協力会員数 6 名
利用会員数 12 名
延利用回数 222 回

有償サービス事業
（社協運営型）

①介護老人福祉施設

　（定員 80名）

　本入荘

　延利用者数 26,943 名

②短期入所生活介護

　（定員 20名）

　ショート

　延入所者数 5,735 名

山国地区での高齢者の買
い物支援として配達訪問
による安否確認

介護保険制度では対応で
きない家事支援等の有償
サービス



第84号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（3） 令和４年 10月１日

住民主体の地域支え合いの推進住民主体の地域支え合いの推進

ボランティア・市民活動の推進ボランティア・市民活動の推進

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進 令和３年度　事業報告

市内のネットワーク
協議会数 10 か所

地域福祉ネットワーク
協議会への支援

地域福祉を推進する活動
団体等で構成される地区
ごとの「協議会」の立上
げや運営支援

市内のサロン数 95 か所

寄り合いの場（サロン）
の支援

サロン立上げの相談受付、
サロンへの参加、運営の
相談の他、活動を広げる
ための支援

（１）生活支援コーディネーター設置

　　　第１層コーディネーター（市全体） １名

　　　第２層コーディネーター（地区毎） ６名

　　　（南部、今津、沖代、三光、耶馬溪、山国）

（２）生活支援コーディネート業務

　　　①地域ニーズ把握 394 回

　　　②地域への働きかけ 96 回

　　　③資源開発

　　　・各種講座開催、協力 16 回

　　　・生活支援サービスコーディネート 134 回

　　　・コーディネーター学習会 12 回

　　　・活動情報紙の発行 ４回

　　　④協議体による会議開催

　　　・第１層、第 2層開催回数 ６回

　　　⑤多機能地域生活拠点づくり「よりあ」

　　　・開催数 58回（南部、今津、沖代、耶馬溪、山国）

生活支援体制整備事業

講座数 11 講座

開催数 13 回

参加者数 301 名

人財育成講座の開催

地域で福祉活動を行う人財
（リーダー、支援者等）を
育成する各種講座の開催

助成団体数 337 件

助成額 13,035,979 円

福祉活動支援の助成

市内のボランティア、地
域福祉団体の活動支援

高齢者の生活支援・介護予防を目的に、地域での活動の
場づくりや必要な活動の開発を関係者・関係機関との調
整を行いながら推進

登録者数
　個人 433 名
　団体 145 団体
 3,995 名
ボランティア
希望･募集･相談数 179 件

ボランティア活動推進

ボランティア・市民活動
センターを中心としたボ
ランティア活動の支援等

実施小学校 17 校
実施回数 40 回
参加者 2,262 名

福祉教育推進
わいわい福祉ひろば

障がい者・高齢者及び支
援者が「タレント」となっ
て小学校で行う体験型の
福祉授業

受入施設数
 夏 29施設／春 13 施設

体験者数
 夏 56名／春 67 名

春・夏のボランティア
体験

高校生を中心にいろんな
世代の人がボランティア
を体験できる機会として
実施

障がい児（者）が余暇を
充実して過ごせる場を提
供し、心身の充実を目指
し実施

　開催回数 10 回
　延参加者数 86 名
夏休み期間 
　開催回数 4 回
　延参加者数 27 名

障がい児(者)余暇活動
支援事業（てくてく）

・介護保険訪問介護
　延利用回数 9,594回
・訪問型サービスＡ
　延利用回数 404回
・障がい者支援
　①家事援助
　　延利用回数 399回
　②通院等介助
　　延利用回数 6回
　③同行援護
　　延利用回数 144回

ホームヘルプ事業
・介護保険通所介護

　（４事業所）

　延利用回数 19,823 回

　平均利用者数 16.2 名

・通所型サービスＡ

　（生きがい元気アップ

　  クラブ・２事業所）

　延利用回数 2,857 回

　平均利用者数 6.2 名

デイサービス事業

・ケアプラン作成件数

　　　　　年 4,637 件

居宅介護支援事業
（３事業所）

介護支援専門員（ケアマ
ネジャー）による介護支
援計画書の作成や、ご利
用者様のケアプランの作
成、連絡調整、相談業務、
状況確認など

訪問入浴車により自宅に
訪問し、スタッフが簡易
浴槽を使用して入浴をサ
ポート

・介護保険
　訪問入浴介護
　　延利用回数 462 回
　　利用者数 14 名
・障がい者
　実績なし

訪問入浴介護事業
（１事業所）

特別養護老人ホーム
やすらぎ荘

（定員 60名）

延利用者数 15,778 名

３月末入所者数 42 名

養護老人ホーム
中津市豊寿園

経済的、環境的理由で自
宅で生活することが困難
な 65才以上の自立した
高齢者が対象の措置施設

介護保険制度による要介
護認定の申請に基づいて
調査員が対象者を訪問
し、要介護度を審査する
ための調査書を作成

①本耶馬渓生活支援ハウス
　（定員 15名）
　３月末にて閉鎖
②耶馬溪生活支援ホーム
　（定員 10名）
　３月末居住者数 9 名
③山国生活支援ハウス
　（定員 20名）
　３月末居住者数 14 名

生活支援ハウス・ホーム
（３施設）

調査件数 2,603 件

介護保険
要介護認定調査事業

サポーター登録 474 名

受入機関登録数 123 か所

評価ポイント数 4,141 個

福祉の里づくり
サポーター事業

65 才以上の高齢者が施
設等でサポート活動を行
う健康増進や社会貢献活
動による生きがいづくり

　実利用者数 14 名

　配達回数 420 回

買い物支援事業
（山国地区）

貸出件数

　電動ベッド 168 件

　車いす 138 件

福祉用具貸出事業

在宅生活の要支援者や障
がい者等に無料で福祉用
具を貸出し、本人や介護
者の負担を軽減

協力会員数 6 名
利用会員数 12 名
延利用回数 222 回

有償サービス事業
（社協運営型）

①介護老人福祉施設

　（定員 80名）

　本入荘

　延利用者数 26,943 名

②短期入所生活介護

　（定員 20名）

　ショート

　延入所者数 5,735 名

山国地区での高齢者の買
い物支援として配達訪問
による安否確認

介護保険制度では対応で
きない家事支援等の有償
サービス



（4）令和４年 10 月１日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第84号

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進

法人組織体制の強化・その他法人組織体制の強化・その他

福祉意識の高揚・啓発福祉意識の高揚・啓発

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進

配布数 112 件

寝たきり高齢者見舞品
配布事業

実利用者数 6 名

延利用回数 24 回

延ボランティア数 42 名

障がい者ミニデイサービス
支援（鈴の音）

（１）社協だより
　　全戸配布 年３回
（２）ボランティア情報紙
　　「ぺんぎん」 年６回
（３）地域情報紙
 旧下毛地区で発行
（４）事業所だより
 毎月発行

福祉情報の発信nicoday
～あなたにできるSDGs～
・ワークショップ
 （トートバッグペイント）
・パネル写真展
 （中津の自然を知ろう）
・フードバンク拡大版
・サロン手作り弁当販売
・フォトスポット

①中津市教育福祉センター 延利用者数 20,150 名
②三光福祉保健センター （※三光ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰへ移行）
③三光工芸センター 延利用者数 233 名
④耶馬溪介護研修センター 延利用者数 46 名
⑤すぱーく耶馬溪多目的広場 延利用者数 671 名
⑥山国社会福祉センター 延利用者数 1,798 名

福祉啓発イベント
施設管理等運営事業

支援件数　1件

障がい者等生活環境
整備事業

住環境により福祉サービ
スを利用できない等生活
に支障がある人に対し支
援を行う

運行回数 40 回
延利用者数 3,213 名

福祉バス運行事業
（さつき号）

社会福祉を目的とした目
的の研修会や交流会等の
参加するための福祉バス
の運行

在宅介護に係る負担軽減
と便宜を図ることを目的
として、見舞品（介護用
品）を贈呈

（１）理事会（16名）
 開会数 4 回
（２）評議員会（33名）
 開会数 3 回
（３）監査会 1 回
（４）資質向上のための内部
 研修会・部会・会議等
 開催数 362 回
（５）視察の受入れ、協力
 コロナ禍のため実績なし

雇用形態別
　正規職員 122 名
　嘱託職員 45 名
　再雇用職員 17 名
　非常勤職員 172 名
所属別
　総務課 22 名
　地域福祉課 42 名
　福祉サービス課 57 名
　在宅福祉課 134 名
　豊寿園 39 名
　やすらぎ荘 67 名

①中津市教育福祉センター（沖代町）
②養護老人ホーム中津市豊寿園（永添）
③三光福祉保健センター（三光成恒）
④三光児童館（三光成恒）
⑤三光生きがい支援センター（三光成恒）
⑥三光工芸センター（三光成恒）
⑦山口放課後児童クラブ（三光成恒）
⑧真坂放課後児童クラブ（三光臼木）
⑨秣放課後児童クラブ（三光上秣）
⑩本耶馬渓総合福祉センター（本耶馬渓町折元）
⑪樋田放課後児童クラブ（本耶馬渓町樋田）
⑫すぱーく耶馬溪多目的広場（耶馬溪町平田）
⑬城井放課後児童クラブ（耶馬溪町平田）
⑭特別養護老人ホームやすらぎ荘（耶馬溪町樋山路）
⑮耶馬溪老人デイサービスセンター（耶馬溪町樋山路）
⑯耶馬溪介護研修センター（耶馬溪町樋山路）
⑰山国社会福祉センター（山国町守実）
⑱山国高齢者生活福祉センター（山国町守実）

役員会等の開催

職員配置体制
（356名 R4.3.31 現在）

中津市社会福祉協議会　管理施設

（１）包括的支援事業

　①総合相談支援業務　相談 2,460 件

　②権利擁護業務　　　対応 157 件

　③包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

　　　　 回数 230回

（２）介護予防普及啓発事業

　　　介護予防教室、講演会相談会 回数 17回、254名

（３）公的福祉サービス利用の実態調査

　　　 調査件数　60件

（４）介護予防支援（計画作成）業務

　　 相談　7,300 件　　計画数　2,692 件

（５）在宅医療・介護連携推進事業

　①相談 121 件

　②普及啓発 実施回数 75回、132名

（６）元気いきいき週一体操教室の立ち上げ支援

　①相談支援数 2 回

　②立ち上げ支援 1 か所

地域包括支援センター事業
（高齢者等の総合相談窓口）

合併周辺地域総合相談センター事業
（障がい者総合相談）
相談件数　174件

開館日数 249 日

延利用者数 10,996 名

三光児童館

子どもに健全な遊びを提
供して健康増進や心を豊
かにすることを目的に設
置。対象（0才から 18
才の児童）

登録児童数 91 名

延利用数 13,509 名

放課後児童クラブ
（５クラブ）

就労等により日中保護者
のいない小学生に対し放
課後の健全な遊びや安全
確保を行う

おねがい会員数 130 名
まかせて会員数 93 名
活動件数 310 件
延活動時間 517 時間

ファミリー・サポート・
センター

子育て家庭で子どもの預
かり等を希望する世帯と
協力者との相談、双方の
連絡調整やコーディネー
トを行う

①暮らし総合相談支援
　相談件数 813 件
②家計相談支援
　支援者数 73 名
③就労準備支援
　支援者数 3 名
④社会資源等研究開発
　フードバンク nico の取組み拡大
⑤ひきこもり支援
　相談件数 17 件
　家族交流会 2 回
⑥一時生活支援
　支援件数 63 件
⑦生活備品貸出 36 件
⑧食糧支援 172 件
⑨フードバンク nico（にこ）
　フードドライブ 14 回
　フードパントリー 3 回
　ライスパントリー 5 回
　nico キッチン 1 回
⑩連携会議の開催 18 回

ほっとテラス
　　開所回数 9 回

①契約総数 128 件
②対応件数 1,967 件

福祉サービス利用援助事業
（あんしんサポートセンター）

判断能力が不十分な高齢者
や障がい者の方々が安心し
て日常生活を送るための生
活相談やサービス利用の援
助、貴重品の管理等を行う

①相談延件数 1,787 件
②貸付件数 753 件
③貸付金額 205,844,000 円

生活福祉資金貸付事業

（１）市民後見推進事業
　①会議・研修会の開催
　　推進会議 3 回
　②市民後見人養成講座
　　隔年開催（実施なし）
　③市民後見人候補者の
　　フォローアップ研修
　　講義・実務 11 回
　④市民後見人の会組織化
　　支援 11 回

（２）法人後見事業
　①新規受任件数 10 件
　②後見業務 29 件

（３）成年後見支援センター・事業
　①相談対応 160 件
　②会議・啓発 45 件

成年後見事業

法人後見事業
法人（社協）が後見人と
なって、判断能力のない
被後見人の身上保護（生
活の相談支援）や財産管
理等を行う

①声かけ模擬訓練
 2 回　　67名
②オレンジカフェ開催
 4 回　　65名
③ストリートオレンジカフェみなと
 9 か所　　199名
④家族介護者の集い
 2 回　　23名
⑤普及啓発、講座等
 14 回　 377 名
⑥認知症学習会
 2 回　　67名

認知症地域支援推進事業

生活困窮者自立支援事業

心のケア



第84号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（5） 令和４年 10月１日

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進

法人組織体制の強化・その他法人組織体制の強化・その他

福祉意識の高揚・啓発福祉意識の高揚・啓発

在宅福祉サービスの推進在宅福祉サービスの推進

配布数 112 件

寝たきり高齢者見舞品
配布事業

実利用者数 6 名

延利用回数 24 回

延ボランティア数 42 名

障がい者ミニデイサービス
支援（鈴の音）

（１）社協だより
　　全戸配布 年３回
（２）ボランティア情報紙
　　「ぺんぎん」 年６回
（３）地域情報紙
 旧下毛地区で発行
（４）事業所だより
 毎月発行

福祉情報の発信nicoday
～あなたにできるSDGs～
・ワークショップ
 （トートバッグペイント）
・パネル写真展
 （中津の自然を知ろう）
・フードバンク拡大版
・サロン手作り弁当販売
・フォトスポット

①中津市教育福祉センター 延利用者数 20,150 名
②三光福祉保健センター （※三光ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰへ移行）
③三光工芸センター 延利用者数 233 名
④耶馬溪介護研修センター 延利用者数 46 名
⑤すぱーく耶馬溪多目的広場 延利用者数 671 名
⑥山国社会福祉センター 延利用者数 1,798 名

福祉啓発イベント
施設管理等運営事業

支援件数　1件

障がい者等生活環境
整備事業

住環境により福祉サービ
スを利用できない等生活
に支障がある人に対し支
援を行う

運行回数 40 回
延利用者数 3,213 名

福祉バス運行事業
（さつき号）

社会福祉を目的とした目
的の研修会や交流会等の
参加するための福祉バス
の運行

在宅介護に係る負担軽減
と便宜を図ることを目的
として、見舞品（介護用
品）を贈呈

（１）理事会（16名）
 開会数 4 回
（２）評議員会（33名）
 開会数 3 回
（３）監査会 1 回
（４）資質向上のための内部
 研修会・部会・会議等
 開催数 362 回
（５）視察の受入れ、協力
 コロナ禍のため実績なし

雇用形態別
　正規職員 122 名
　嘱託職員 45 名
　再雇用職員 17 名
　非常勤職員 172 名
所属別
　総務課 22 名
　地域福祉課 42 名
　福祉サービス課 57 名
　在宅福祉課 134 名
　豊寿園 39 名
　やすらぎ荘 67 名

①中津市教育福祉センター（沖代町）
②養護老人ホーム中津市豊寿園（永添）
③三光福祉保健センター（三光成恒）
④三光児童館（三光成恒）
⑤三光生きがい支援センター（三光成恒）
⑥三光工芸センター（三光成恒）
⑦山口放課後児童クラブ（三光成恒）
⑧真坂放課後児童クラブ（三光臼木）
⑨秣放課後児童クラブ（三光上秣）
⑩本耶馬渓総合福祉センター（本耶馬渓町折元）
⑪樋田放課後児童クラブ（本耶馬渓町樋田）
⑫すぱーく耶馬溪多目的広場（耶馬溪町平田）
⑬城井放課後児童クラブ（耶馬溪町平田）
⑭特別養護老人ホームやすらぎ荘（耶馬溪町樋山路）
⑮耶馬溪老人デイサービスセンター（耶馬溪町樋山路）
⑯耶馬溪介護研修センター（耶馬溪町樋山路）
⑰山国社会福祉センター（山国町守実）
⑱山国高齢者生活福祉センター（山国町守実）

役員会等の開催

職員配置体制
（356名 R4.3.31 現在）

中津市社会福祉協議会　管理施設

（１）包括的支援事業

　①総合相談支援業務　相談 2,460 件

　②権利擁護業務　　　対応 157 件

　③包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

　　　　 回数 230回

（２）介護予防普及啓発事業

　　　介護予防教室、講演会相談会 回数 17回、254名

（３）公的福祉サービス利用の実態調査

　　　 調査件数　60件

（４）介護予防支援（計画作成）業務

　　 相談　7,300 件　　計画数　2,692 件

（５）在宅医療・介護連携推進事業

　①相談 121 件

　②普及啓発 実施回数 75回、132名

（６）元気いきいき週一体操教室の立ち上げ支援

　①相談支援数 2 回

　②立ち上げ支援 1 か所

地域包括支援センター事業
（高齢者等の総合相談窓口）

合併周辺地域総合相談センター事業
（障がい者総合相談）
相談件数　174件

開館日数 249 日

延利用者数 10,996 名

三光児童館

子どもに健全な遊びを提
供して健康増進や心を豊
かにすることを目的に設
置。対象（0才から 18
才の児童）

登録児童数 91 名

延利用数 13,509 名

放課後児童クラブ
（５クラブ）

就労等により日中保護者
のいない小学生に対し放
課後の健全な遊びや安全
確保を行う

おねがい会員数 130 名
まかせて会員数 93 名
活動件数 310 件
延活動時間 517 時間

ファミリー・サポート・
センター

子育て家庭で子どもの預
かり等を希望する世帯と
協力者との相談、双方の
連絡調整やコーディネー
トを行う

①暮らし総合相談支援
　相談件数 813 件
②家計相談支援
　支援者数 73 名
③就労準備支援
　支援者数 3 名
④社会資源等研究開発
　フードバンク nico の取組み拡大
⑤ひきこもり支援
　相談件数 17 件
　家族交流会 2 回
⑥一時生活支援
　支援件数 63 件
⑦生活備品貸出 36 件
⑧食糧支援 172 件
⑨フードバンク nico（にこ）
　フードドライブ 14 回
　フードパントリー 3 回
　ライスパントリー 5 回
　nico キッチン 1 回
⑩連携会議の開催 18 回

ほっとテラス
　　開所回数 9 回

①契約総数 128 件
②対応件数 1,967 件

福祉サービス利用援助事業
（あんしんサポートセンター）

判断能力が不十分な高齢者
や障がい者の方々が安心し
て日常生活を送るための生
活相談やサービス利用の援
助、貴重品の管理等を行う

①相談延件数 1,787 件
②貸付件数 753 件
③貸付金額 205,844,000 円

生活福祉資金貸付事業

（１）市民後見推進事業
　①会議・研修会の開催
　　推進会議 3 回
　②市民後見人養成講座
　　隔年開催（実施なし）
　③市民後見人候補者の
　　フォローアップ研修
　　講義・実務 11 回
　④市民後見人の会組織化
　　支援 11 回

（２）法人後見事業
　①新規受任件数 10 件
　②後見業務 29 件

（３）成年後見支援センター・事業
　①相談対応 160 件
　②会議・啓発 45 件

成年後見事業

法人後見事業
法人（社協）が後見人と
なって、判断能力のない
被後見人の身上保護（生
活の相談支援）や財産管
理等を行う

①声かけ模擬訓練
 2 回　　67名
②オレンジカフェ開催
 4 回　　65名
③ストリートオレンジカフェみなと
 9 か所　　199名
④家族介護者の集い
 2 回　　23名
⑤普及啓発、講座等
 14 回　 377 名
⑥認知症学習会
 2 回　　67名

認知症地域支援推進事業

生活困窮者自立支援事業

心のケア



（6）令和４年 10 月１日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第84号

… 貸 借 対 照 表 …
令和４年３月 31 日現在

令和３年度 中津市社会福祉社協議会 決算書を公表します

（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 430,098,847 471,337,356 △ 41,238,509 流動負債 117,534,127 153,161,458 △ 35,627,331
   現金預金 294,187,002 310,011,851 △ 15,824,849 　事業未払金 103,887,591 142,758,864 △ 38,871,273
　事業未収金 134,724,645 160,980,445 △ 26,255,800 　1年以内返済予定ﾘｰｽ債務 3,091,160 1,984,392 1,106,768
   立替金 115,660 △ 115,660    預り金 10,084,191 8,271,286 1,812,905
   前払金 990,000 990,000    前受金 471,185 146,916 324,269
   仮払金 197,200 229,400 △ 32,200 固定負債 294,620,447 270,006,921 24,613,526
固定資産 613,074,745 602,176,131 10,898,614 　ﾘｰｽ債務 10,539,380 10,539,380
   基本財産 5,000,000 5,000,000 0 　退職給付引当金 279,708,267 265,766,121 13,942,146
   その他の固定資産 608,074,745 597,176,131 10,898,614 　互助共励引当金 4,372,800 4,240,800 132,000

負債の部合計 412,154,574 423,168,379 △ 11,013,805
基本金 5,000,000 5,000,000 0
国庫補助金等特別積立金 6,388,570 7,946,353 △ 1,557,783
その他の積立金 312,137,061 312,137,061 0
次期繰越活動収支差額 307,493,387 325,261,694 △ 17,768,307
純資産の部合計 631,019,018 650,345,108 △ 19,326,090

資産の部合計 1,043,173,592 1,073,513,487 △ 30,339,895 負債及び純資産の部合計 1,043,173,592 1,073,513,487 △ 30,339,895

… 資 金 収 支 計 算 書 …
令和３年４月１日から令和４年３月 31 日まで （単位：円）

収　　入 支　　出
事　業　活　動　に　よ　る　収　支

会費収入 4,598,500 人件費支出 926,602,209
寄附金収入 8,999,371 事業費支出 176,517,966
経常経費補助金収入 96,685,146 事務費支出 138,032,616
受託金収入 460,551,872 助成金支出 13,206,979
事業収入 21,483,036 負担金支出 480,000
負担金収入 2,242,553 その他の支出 211,290
介護保険事業収入 664,816,067 
老人福祉事業収入 1,304,375 
障害福祉サービス等事業収入 2,038,470 
受取利息配当金収入 137,079 
その他の収入 3,044,056 
事業活動収入計 (1) 1,265,900,525 事業活動支出計 (2) 1,255,051,060

事業活動資金収支差額 (3) ＝ (1)-(2) 10,849,465

施　設　整　備　等　に　よ　る　収　支
施設整備等補助金収入 固定資産取得支出 4,180,665
施設整備等寄附金収入 ファイナンスリース債務の返済支出 3,784,652
固定資産売却収入
施設整備等収入計 (4) 0 施設整備等支出計 (5) 7,965,317

その他の活動資金収支差額 (6) ＝ (4)-(5) △ 7,965,317

そ　の　他　の　活　動　に　よ　る　収　支
長期貸付金回収収入 24,000 その他の活動による支出 33,883,060
その他の活動による収入 26,470,502
その他の活動収入計 (7) 26,494,502 その他の活動支出計 (8) 33,883,060

その他の活動資金収支差額 (9) ＝ (7)-(8) △ 7,388,558

予備費 (10) 　　　　　　 0
当期資金収支差額合計 (11) ＝ (3)+(6)+(9)-(10) △ 4,504,410

前期末支払資金残高（12） 320,160,290
当期末支払資金残高 (11)+(12) 315,655,880



第84号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（7） 令和４年 10月１日

… 事 業 活 動 計 算 書 …
令和３年４月１日から令和４年３月 31 日まで

… 財 産 目 録 …
令和４年３月 31 日現在

（単位：円）

収　　益 費　　用
サ　ー　ビ　ス　活　動　増　減　の　部

会費収益 4,598,500 人件費 940,676,355
寄附金収益 8,999,371 事業費 176,517,966
経常経費補助金収益 96,685,146 事務費 138,038,456
受託金収益 460,551,872 助成金費用 13,206,979 
事業収益 21,483,036 負担金費用 480,000 
負担金収益 2,242,553 減価償却費 16,359,261 
介護保険事業収益 664,816,067 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 1,557,783 
老人福祉事業収益 1,304,375 その他の費用 211,290 
障害福祉サービス等事業収益 2,038,470 
その他の収益 1,851,298 
サービス活動収益計 (1) 1,264,570,688 サービス活動費用計 (2) 1,283,932,524

サービス活動増減差額 (3) ＝ (1)-(2) △ 19,361,836

（単位：円）

資産の内容 負債の内容
1. 流動資産 1. 流動負債
　 現金預金 294,187,002 　 事業未払金 103,887,591
　 事業未収金 134,724,645 　 １年以内返済予定リース債務 3,091,160
　 前払金 990,000 　 預り金 10,084,191
　 仮払金 197,200 　 前受金 471,185

流動資産合計 430,098,847 流動負債合計 117,534,127
2. 固定資産 2. 固定負債
　 基本財産 5,000,000 　 リース債務 10,539,380
　 その他の固定資産 608,074,745 　 退職一時金 279,708,267

　 脱退一時金 4,372,800
固定資産合計 613,074,745 固定負債合計 294,620,447

資　産　合　計 1,043,173,592 負　債　合　計 412,154,574
差引純資産 631,019,018

サ　ー　ビ　ス　活　動　外　増　減　の　部
受取利息配当金収益 137,079 その他のサービス活動外費用 0 
その他のサービス活動外収益 1,192,758
サービス活動外収益計 (4) 1,329,837 サービス活動外費用計 (5) 0 

サービス活動外増減差額 (6) ＝ (4)-(5) 1,329,837
経常増減差額 (7）＝ (3)+(6） △ 18,031,999

特　別　増　減　の　部
施設整備等補助金収益 固定資産売却損・処分損 94,098
施設整備寄附金収益 国庫補助金等特別積立金積立額
固定資産売却益 357,790
特別収益計 (8) 357,790 特別費用計 (9) 94,098

 特別増減差額 (10) ＝ (8)-(9） 263,692
当期活動増減差額 (11) ＝ (7)+(10) △ 17,768,307

前期繰越活動増減差額 (12) 325,261,694 
当期末繰越活動増減差額 (13）＝ (11)+(12) 307,493,387 

基本金取崩額（14） 　　　　　　 0
基金取崩額（15） 　　　　　　 0

その他の積立金取崩額（16） 　　　　　　 0
その他の積立金積立額 (17) 　　　　　　 0

次期繰越活動増減差額 (18)=(13)+(16)-(17) 307,493,387
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共
同
募
金
運
動（
赤
い
羽
根
共

同
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
募
金
）に

つ
き
ま
し
て
、毎
年
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
運

動
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団

体
を
応
援
す
る
、じ
ぶ
ん
の
町
を

良
く
す
る
し
く
み
と
し
て
、取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時

期
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、今
年

も
市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
四
年
十
月

　
大
分
県
共
同
募
金
会

　
　
中
津
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
会
　
長
　
松
　
下
　
　
太

①地域寄り合いの場支援事業（80件）
 ・・・938,000円

②福祉活動支援事業
（一般公募6件、ボランティア団体49件、ボランティア推進校11校）

 ・・・2,870,000円

③地域活動感染対策支援事業 ・・・177,540円

④住民型有償サービス支援事業（10件）
 ・・・1,200,000円

⑤広報・その他事務費 ・・・178,460円

①福祉機器等貸出事業 ・・・・・1,027,218円

②寝たきり高齢者見舞品贈呈事業
 ・・・・・422,400円

③福祉教育推進事業「わいわい福祉ひろば」
 ・・・946,619円

④災害時要援護者避難・地域防災の取組啓発事業
　 ・・・129,600円
⑤地域福祉の推進
　広報啓発事業 ・・・1,924,370円
　生活困窮者食糧支援 ・・・103,229円

⑥地域福祉活動支援事業（7件）
 ・・・・・757,875 円

⑦障がい者社会参加支援 ・・・・・38,404円

⑧ボランティア活動環境整備 ・・・・・587,456円

⑨次年度繰越金 ・・・・・300,000円

共 同募金運動がはじまりました

赤い羽根共同募金 5,364,000円 歳末助け合い募金 6,237,171円
（前年度繰越金　326,951円を含む）

赤い羽根共同募金 １０，９４６，６０５円

歳末助け合い募金 ６，９２４，００７円

　 合　　計　  １７，８７０，６１２円

令和３年度　募金財源で実施した事業活動

あ
な
た
の
募
金
は
、
あ
な
た
の
町
へ

共
同
募
金
運
動
は
地
域
の
福
祉
活
動
を
さ
さ
え
て
い
ま
す

[今年度の目標額]

赤い羽根共同募金  ８，３１０，０５６円 (翌年度に全国・県・市へ還元)

歳末助け合い募金 ５，９１０，２２０円 （その年度に市へ還元）

　 合　　計　  １４，２２０，２７６円

[昨年度の募金実績]

令和５年度
助成金配分事業「一般公募」募集します

これまでの例

障がいのある方と

地域の方との交流事業

等に助成を行っています

　令和４年10月より令和５年度助成金配分事業の募集を行います。
　助成金配分事業「一般公募」とは、地域の中で福祉活動を行う団体・グループが実施する
『地域における福祉の発展につながることを目的とした事業』に対して行うものです。

　なお、助成を受けるためには申請が必要となりますので、下記期間内に申請書を提出してください。
様式は、中津市社会福祉協議会のホームページでも掲載しています。対象となる団体や事業など、詳
しくは中津市社協窓口までお問い合わせください。

住民同士の助け合いを
テーマに地域防災の研
修事業をしたい！

障がいのある方の社会参
加や生きがいづくりにつ
ながる事業をしたい！

子育て世帯と地域とのつ
ながりづくりの一環で手
作り弁当を配りたい！

◇応募期間◇
令和４年10月３日（月）～令和５年１月27日（金）

問合先：中津市社協　地域福祉課　TEL 23-2095

～助成金配分事業は共同募金を財源として行われている事業です～

対象事業に係る経費の５分の４以内を助成します
※上限あり
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修事業をしたい！

障がいのある方の社会参
加や生きがいづくりにつ
ながる事業をしたい！

子育て世帯と地域とのつ
ながりづくりの一環で手
作り弁当を配りたい！

◇応募期間◇
令和４年10月３日（月）～令和５年１月27日（金）

問合先：中津市社協　地域福祉課　TEL 23-2095

～助成金配分事業は共同募金を財源として行われている事業です～

対象事業に係る経費の５分の４以内を助成します
※上限あり
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三
光
・
本
耶
馬
渓
・
耶
馬
溪
・
山
国

地
区
の
方
を
対
象
に
、
楽
し
み
な
が
ら

地
域
で
活
動
で
き
る
人
財
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
を
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
社

協
で
貸
し
出
し
て
い
る
レ
ク
用
具
を
活

用
し
『
楽
し
み
な
が
ら
使
い
方
を
覚
え

る
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
第
１

回
は
三
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
て「
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
ボ
ー
ル
」を
使
っ

た
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

８
月
31
日
に
は
耶
馬
溪
で
「
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
」
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
皆
さ
ん
童
心
に

か
え
っ
た
よ
う
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
感
覚
を
想
い
出
し
、
元
気
の
源
に
つ
な

が
る
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

わ
く
わ
く
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
予
定
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
光
・

本
耶
馬
渓
・
耶
馬
溪
・
山
国
の
各

地
区
で
今
年
度
２
回
ず
つ
実
施
予

定
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
地
域
支
え
合
い
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
子
ど
も
食
堂
」
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る

の
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
２
つ
で
す
。

　

ひ
と
つ
め
は
、
福
澤
旧
邸
前
に
あ
る

カ
レ
ー
店
「
諭
吉
コ
ル
リ
」
で
４
月
か

ら
始
ま
っ
た
『
コ
ル
リ
子
ど
も
食
堂
』

で
す
。「
南
部
・
北
部
地
区
の
子
ど
も
た

ち
や
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
し
た
子
ど

も
食
堂
を
や
り
た
い
」
と
い
う
諭
吉
コ

ル
リ
を
運
営
さ
れ
て
い
る
【
む
ろ
や
醤

油
】
の
菊
池
さ
ん
の
想
い
に
、
主
任
児

童
委
員
や
民
生
委
員
の
方
を
含
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
共
感
し
、
毎
月

１
回
、
金
曜
の
夜
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
夏
休
み
中
の
子
育
て

世
帯
を
応
援
し
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
、
耶
馬
溪
の
城
井
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
に
昼
食
（
カ
レ
ー
）
を
提
供

す
る
「
や
ち
ふ
く
食
堂
」
の
取
り
組
み

で
す
。
下
毛
も
み
じ
会
「
も
み
じ
園
」

と
主
任
児
童
委
員
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
、
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
会
食
形
式
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
届
け
た
手
作

り
の
カ
レ
ー
を
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂

～
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
へ
の
地
域
支
え
合
い
の
広
が
り
～

  

〝
遊
ぶ
〟
こ
と
を
楽
し
も
う
！

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

  

「
遊
び
の
学
校
」～
わ
く
わ
く
マ
イ
ス
タ
ー（
達
人
）養
成
講
座
～

三光「ガンバルーンボール」を使った体操

耶馬溪「ラダーゲッター」を使ったゲーム
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６
月
に
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
合
同

研
修
」
を
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
約
50
名
の
方
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
支
え
合
い
活
動
の
一
つ
で
あ
る
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス

の
活
動
に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
、
改
め
て
「
対
人
援
助
の
基
本
」
を
学
ん

で
い
た
だ
く
と
共
に
、
心
の
健
康
に
つ
な
が
る
機
会
に
な
れ
ば
と
、
精

神
科
医
師
の
橋
本 

眞
子 

先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
価
値

観
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
や
押
し
付
け
る
こ

と
で
な
く
、
お
互
い
の
価
値
観
に
差
が
あ

る
事
を
知
る
こ
と
」
と
い
う
先
生
の
お
言

葉
に
、
普
段
の
関
わ
り
を
考
え
直
す
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報
　

令
和
４
年
度
の
市
民
後
見
推
進
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
隈
診
療
所
の

宮
崎
秀
人
院
長
（
日
田
市
）
を
お
迎
え
し
、

『
今
日
か
ら
始
め
る
人
生
会
議
～
在
宅
医
療

の
経
験
を
踏
ま
え
て
～
』
と
題
し
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
ど
の

よ
う
に
生
き
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
最

期
を
迎
え
た
い
の
か
、
日
ご
ろ
か
ら
身
近

に
、
そ
し
て
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
、
そ

の
想
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
、
医
師
と
し
て
の
様
々
な
ご
経
験

を
も
と
に
、
分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
に
先
生
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
『
赤
と
ん
ぼ
』
で
会
場
全
体
が
ほ
ん

わ
か
し
た
空
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
民
後
見
人
候
補
者
登
録
を
さ

れ
て
法
人
後
見
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
の
実
践
報
告
、
ま

た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
三
光
園
よ
り
、
市
内
全
域
で
人
生
会

議
の
ツ
ー
ル
と
し
て
進
め
て
い
る
「
私
の
お
も
い
ち
ょ
っ
と
だ
け
シ
ー

ト
」
の
ご
紹
介
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
年
に
１
度
の
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開
催
す
る
年

で
す
。
９
名
の
方
が
参
加
申
込
み
さ
れ
、
法
律
や
福
祉
、
対
人
援
助

な
ど
様
々
な
分
野
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。
修
了
後
は
、
習
得
さ
れ
た

知
識
・
体
験
を
生
か
し
て
、
実
際
に
市
民
後
見
人
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
な
ど
、
地
域
の
中
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
市
民
後
見
推
進
研
修
会

『
今
日
か
ら
始
め
る
人
生
会
議
』

令
和
４
年
度 

住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー･

ス
タ
ッ
フ
合
同
研
修

『
対
人
援
助
の
基
本
』

講師：橋本　眞子氏

講師：宮崎　秀人氏
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７
月
、
三
光
地
区
在
住
の
男
性

を
対
象
に
し
た
三
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
『
お
っ
ち
ゃ
ん
‘
Ｓ
ク
ラ

ブ
』
を
三
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
山
国
在
住
の
イ
タ
リ
ア
ン

シ
ェ
フ
、
菅
恵
美
子
（
す
が
え
み

こ
）
先
生
を
お
招
き
し
て
、
イ
タ

リ
ア
の
ト
ー
ス
ト
「
ブ
ル
ス
ケ
ッ

タ
」
や
「
か
ぼ
す
ア
イ
ス
」「
手
作

り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
新
た
な
つ
な
が
り

が
、
男
性
の
活
動
参
加
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
活
性
化
の
第
一
歩
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
、
中
津
市
障
が
い
児
・
者
余
暇
活
動

支
援
事
業
「
て
く
て
く
」
で
は
、
山
国
川
（
本

耶
馬
渓
町
）
で
カ
ヌ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
「
カ
ヌ
ー
は
初
め
て
」
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
が
、
カ
ヌ
ー
協
会
の
方
の
指

導
で
、
す
ぐ
に
パ
ド
ル
の
扱
い
に
慣
れ
、
夏
の

日
差
し
の
中
で
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
な
が

ら
水
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
て
く
て
く
」
は
障
が
い
の
あ
る
人
が
充
実

し
た
余
暇
を
過
ご
す
目
的
で
月
１
回
開
催
し

て
お
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
絵
手
紙
や
工
作
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
の「
小

さ
な
お
祭
り
」
の
ほ
か
、「
防
災
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、

障
が
い
種
別
の
備
蓄
品
な
ど
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
家
族
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど

う
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日　
　

時　

：　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

　

会　
　

場　

：　

中
津
市
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

対　
　

象　

：　

障
が
い
の
あ
る
人
と
ご
家
族

　

申
込
締
切　

：　

11
月
11
日
（
金
）  

参
加
費
無
料

　

問
合
／
申
込
先 

： 

中
津
市
社
協 

地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL 

２
３

－

２
０
９
５

三
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

「
て
く
て
く
」
で
笑
顔
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

「
て
く
て
く
ま
つ
り 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

防
災
」

の
ご
案
内

カヌーを楽しむ参加者の皆さん

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

ボランティア・
市民活動センターだより
ボランティア・
市民活動センターだより

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
て
話
し
た
い
こ
と
や
伝

え
た
い
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
な
ど
、
集
ま
っ
た

人
た
ち
で
ワ
イ
ワ
イ
雑
談
し
な
が
ら
交
流
す
る
「
ぼ
ら

か
ふ
ぇ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
！

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日    

時 

： 

10
月
23
日
（
日
）　

午
後
２
時
～
３
時
半

場    

所 

： 

中
津
市
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー　

参
加
費
無
料

問
合
先 

： 

中
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

  　
　
　
　

TEL 

２
３-
２
０
９
５

　

主
に
定
年
後
の
男
性
が
、
寄
り
合
い
の
場
や
地
域
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
を
目
的
と
し
た
「
男
塾
」
で
、
今

年
も
珈
琲
の
お
い
し
い
淹
れ
方
を
学
ぶ
『
珈

琲
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。

 

対    

象 

： 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

　
　
　
　
（
概
ね
50
歳
以
上
の
男
性
限
定
、
先
着
15
名)

日    

時 

： 

10
月
16
日
（
日
）　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場    

所 

： 

大
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー  

参
加
費
無
料

内    

容 

： 

珈
琲
の
知
識
や
雑
学
、
淹
れ
方
を
学
ん
で
実
践

　
　
　
　

 

【
講
師
】
奥
村
哲
生
さ
ん
（
喫
茶
ク
ラ
フ
ト 

マ
ス
タ
ー
）

問
合
先 

： 

中
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

  　
　
　
　

TEL 

２
３-

２
０
９
５

 

お
い
し
い
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら

 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　
　
「
男
塾
」
を
開
催
し
ま
す
！
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
な
に
？

　
在
宅
で
暮
ら
す
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
主
に
高

齢
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
正
式
名
称
は

「
通
所
介
護
」
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
中
津
市
内
で
は

25
施
設
あ
り
ま
す
。

　
利
用
者
が
、
日
中
施
設
に
通
い
、
介
護
職
員
や
看
護

師
に
よ
る
入
浴
や
食
事
等
の
介
護
や
機
能
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ま
た
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
に
も

な
り
ま
す
。

　
令
和
2
年
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
在
宅
で

利
用
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
最
も
多
く
の

人
（
約
42
％
）
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　  

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
？

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
日
型
、
半
日
型
が
あ
り
ま
す
。

送
迎
車
で
送
り
迎
え
が
あ
り
ま
す
。

①
看
護
師
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

②
入
浴
（
自
身
で
洗
え
な
い
方
は
介
護
職
員
が
介
助
し

ま
す
。
寝
た
き
り
の
方
は
機
械
に
よ
る
入
浴
が
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）

③
排
泄
の
介
助

④
昼
食
と
介
助
（
食
べ
や
す
い
形
で
提
供
し
ま
す
）

⑤
機
能
訓
練
（
個
々
に
必
要
な
訓
練
や
運
動
を
行
っ
て

身
体
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
ま
す
）

⑥
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
季
節
イ
ベ
ン
ト
、
外
出
、
趣

味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
）

　  

利
用
で
き
る
人
は
？

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
要
支
援
１
〜
２
、

要
介
護
１
〜
５
の
方
、
ま
た
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
※
に
該
当
し
た

方
（
事
業
対
象
者
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
ま
す
。
　

　  

利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

　
市
役
所
に
介
護
保
険
の
認
定
申
請
を
し
た
ら
、
調
査

の
後
に
認
定
結
果
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険
証
が
届
き

ま
す
。

　
「
事
業
対
象
者
、
要
支
援
」
の
方
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
、
「
要
介
護
」
の
方
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
い
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
相
談
し
、
ど
こ
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　  

１
回
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
？

　
利
用
さ
れ
る
方
の
介
護
度
、
利
用
時
間
の
長
さ
な
ど

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
規
模
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
も
一
例
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
行
き
た
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆ 

ま
ず
は
相
談
や
見
学
を
し
て
み
た
い
！

　
お
近
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は

こ
ち
ら
に
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
中
津
市
社
協
　
在
宅
福
祉
課

　
　
　
　
　
　  

　
　
TEL 

５
３
‐
２
２
４
５

◆７～８時間利用の場合

基本料金（７～８時間） 655円

機能訓練 56円

入浴 40円

介護保険分１割負担の場合

 計 751円

昼食代（おやつ含む） 600円
 ※昼食とおやつは
　 事業所によって違います。

 合計 1,351円

（例）要介護1の方

介護保険サービス
豆知識

第１回

デイサービス編
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職種 / 形態 人数 賃金 就業場所 手当 就業時間 休日 / 保険等 必要資格

①特別養護老人ホーム
　介護職員　　正規

1

高卒
140,100 円～
大卒
155,700 円～

耶馬溪町樋山路
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘

通勤・賞与 4.15 月・
扶養・住居・夜勤・
職務・施設・資格・
処遇改善等

ローテ交代勤務
変形労働時間制

年間 119 日
雇用・労災・
健康・厚生

不問
※入社後取
得

②特別養護老人ホーム
　介護職員　　嘱託

3
月給
140,100 円～

耶馬溪町樋山路
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘

通勤・賞与 2.0 月・
扶養・住居・職務・
施設・資格等

ローテ交代勤務
変形労働時間制

年間 119 日
雇用・労災・
健康・厚生

不問

③三光児童館
　児童厚生員　嘱託

1
月給
138,500 円～

三光成恒
三光コミュニティー
　　　 センター内

通勤・賞与 2.0 月・
扶養・住居
時間外勤務、
休日勤務

シフトによる勤務
8：30 ～ 17：30

年間 123 日
雇用・労災・
健康・厚生

保育士、幼稚園
教諭資格
小中高いずれか
の教諭資格
社会福祉士

④ヘルパーステーション
　訪問介護員　非常勤

2
時給
1,150 円～

耶馬溪町樋山路、
本耶馬渓町折元

通勤
シフトによる勤務
週３日程度

労災
介護福祉士
介護職員
初任者研修等

⑤デイサービスセンター
　介護職員　非常勤

3
時給
855 円～

本耶馬渓町折元・
耶馬溪町樋山路・
山国町守実

通勤
週３日程度
8：30～17：00

日曜他
労災

不問

⑥特別養護老人ホーム
　介護職員　非常勤

2
時給
855 円～

耶馬溪町樋山路
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘
通勤

シフトによる勤務
週2、3日程度

労災 不問

中津市社会福祉協議会 職員 募集内容

　　　※詳しくは、中津市社協窓口資料、ホームページをご覧ください。
　　　※随時募集しており、定員に達し次第終了いたします。予めご了承ください。

初任給の例　①特別養護老人ホームやすらぎ荘　介護職員（正規職員）の場合

 短大卒　介護福祉士
 特別養護老人ホーム 10 年経験

 通勤距離 28 キロ
 家賃 5 万円
 配偶者 あり
 子ども二人（内一人は高校生）

 ※夜勤は慣れてからとなります。
 ※基本給毎年 4 千～ 5 千円程度昇給
 　（実績より）　

基本給 175,600 円
扶養手当 31,500 円
住居手当 24,500 円
通勤手当 18,560 円
資格手当  3,200 円
施設手当 2,500 円
夜勤手当 20,000 円

 合計　   275,860 円
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■
三
　
光

◇
田　

代　

鈴　

子　

様 

（
故　

清　

久 

様
） 

臼
木 

金
一
封

◇
諌　

山　

茂　

美　

様 

（
故　

ユ
キ
子 

様
） 

上
深
水 

金
一
封

◇
佐
々
木　

伸　

一　

様 

（
故　

貞　

子 

様
） 

成
恒 

金
一
封

◇
松　

本　

映　

子　

様 

（
故　

毅 

様
） 

土
田 

金
一
封

◇
三　

田　

美　

穂　

様 

（
故　

美
智
子 

様
） 

田
口 

金
一
封

◇
金　

丸　

敏　

子　

様 

（
故　

綱　

男 

様
） 

諌
山 

金
一
封

◇
下　

畑　

繁　

治　

様 

（
故　

諌
山
定
之 

様
） 

上
深
水 

金
一
封

◇
屋　

敷　

和　

子　

様 

（
故　

キ
ヨ
子 

様
） 

森
山 

金
一
封

◇
中　

山　

貴
代
美　

様 

（
故　

エ
ツ
子 

様
） 

小
袋 

金
一
封

◇
山　

本　

順　

子　

様 

（
故　

神
綾
香 

様
） 

田
口 

十
万
円

■
本
耶
馬
渓

◇
梅　

木　

晃　

朋　

様 

（
故　

松
本
光
重 

様
） 

西
谷 

金
一
封

　

宮　

田　

み
ち
子　

様

◇
山　

口　

君　

子　

様 

（
故　

一　

夫 

様
） 

西
谷 

金
一
封

◇
菅　

川　

恭　

次　

様 

（
故　

祥　

枝 

様
） 

跡
田 

金
一
封

◇
奥　

久　

和　

子　

様 

（
故　

恆　

治 

様
） 

多
志
田 

金
一
封

◇
藤　

原　

幸　

子　

様 

（
故　

秀　

孝 

様
） 

落
合 

金
一
封

◇
河　

野　

悦　

夫　

様 

（
故　

耕　

一 

様
） 

西
谷 

金
一
封

◇
桑　

島　

寿　

彦　

様 

（
故　

哲
男 

様
） 

西
谷 

金
一
封

■
耶
馬
溪

◇
柚　

木　

正　

孝　

様 

（
故　

栄 

様
） 

冠
石
野 

金
一
封

◇
落　

合　

和　

也　

様 

（
故　

忠　

臣 

様
） 

大
野 

三
万
円

◇
床　

波　

智　

彦　

様 

（
故　

妙　

子 

様
） 

金
吉 

五
万
円

◇
井　

上　
　
　

進　

様 

（
故　

正　

喜 

様
） 

山
移 

二
万
円

◇
川　

谷　

ま
す
み　

様 

（
故　

清　

八 

様
） 

山
移 

金
一
封

◇
山　

口　

光　

昭　

様 

（
故　

光　

男 

様
） 

柿
坂 

金
一
封

◇
井　

上　

妙　

子　

様 

（
故　

常　

夫 

様
） 

大
島 

十
五
万
円

◇
原　
　
　

和　

人　

様 

（
故　

久　

子 

様
） 

平
田 

五
万
円

◇
矢　

野　

安　

己　

様 
（
故　

マ　

サ 

様
） 

金
吉 

十
五
万
円

◇
河　

合　

幸　

子　

様 
（
故　

和　

己 

様
） 

金
吉 

金
一
封

◇
角　

渕　

春　

美　

様 

（
故　

原
和
子 

様
） 

栃
木 

金
一
封

■
山
　
国

◇
中　

島　

安　

彦　

様 

（
故　

靜　

雄 
様
） 

吉
野 

七
万
円

◇
松　

尾　

靖　

浩　

様 

（
故　

吉　

子 
様
） 

宇
曽 

金
一
封

◇
彦　

根　

孝　

美　

様 

（
故　

保 

様
） 
守
実 

五
万
円

◇
後　

藤　

智　

幸　

様 

（
故　

三　

歳 

様
） 
藤
野
木 

金
一
封

◇
船　

方　

浩　

一　

様 

（
故　

チ
エ
子 

様
） 

平
小
野 

金
一
封

◇
田　

中　

美　

穂　

様 

（
故　

實 

様
） 

中
摩 
十
万
円

◇
長　

尾　

雅　

夫　

様 

（
故　

勝　

博 

様
） 

長
尾
野 
金
一
封

◇
宝
珠
山　

喬　

也　

様 

（
故　

民　

枝 

様
） 

槻
木 

金
一
封

◇
竹　

中　
　
　

隆　

様 

（
故　

チ
サ
ト 

様
） 

藤
野
木 

金
一
封

◇
和　

田　

昭　

彦　

様 

（
故　

昭　

雄 

様
） 

中
摩 

金
一
封

◇
藤　

原　

暎　

明　

様 

（
故　

ア
イ
子 

様
） 

吉
野 

三
万
円

◇
矢　

幡　

一　

乘　

様 

（
故　

了　

麿 

様
） 

宇
曽 

三
十
万
円

◇
小
原
井　

重　

次　

様 

（
故　

森
元
セ
ツ
子 

様
） 

槻
木 

金
一
封

◇
宇　

野　
　
　

準　

様 

（
故　

ア
ヤ
子 

様
） 

中
摩 

金
一
封

◇
柴　

田　
　
　

靖　

様 

（
故　

壽　

榮 

様
） 

藤
野
木 

金
一
封

■
そ
の
他

◇
吉　

田　

惠
美
子　

様 

（
故　

末
廣  

恒 

様
） 

福
岡
県
築
上
郡 

五
万
円

■
中
　
津

◇
佐
野　

キ
ミ
子　

様 

３
，
０
０
０
，
０
０
０
円

◇
高
瀬　

カ
ズ
子　

様 

金
一
封

◇
鍋
島
高
齢
者
の
会　

様 

３
０
，
０
０
０
円

◇
中
津
経
済
ク
ラ
ブ　

様 

１
０
０
，
０
０
０
円

■
三
　
光

◇
三
光
土
地
改
良
区　

様 

２
３
０
，
３
０
５
円

◇
弁
護
士
法
人 

清
源
法
律
事
務
所　

様 

金
一
封

◇
匿
名　

様 

金
一
封

■
耶
馬
溪

◇
黒
豆　

タ
ツ
ヱ　

様 

１
０
０
，
０
０
０
円

■
山
国

◇
片
田　

秀
法　

様
（
故
人
：
河
内　

里
恵　

様
） 

金
一
封

■
中
　
津

◇
株
式
会
社　

大
分
銀
行　

様

　

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
ワ
タ
ナ
ベ　

様

 

ス
テ
レ
オ
マ
イ
ク
内
蔵
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

◇
加
藤　

智
恵
美　

様 

絵
画
２
点

■
耶
馬
溪

◇
下
郷
地
区
更
生
保
護
女
性
会　

様 

タ
オ
ル
他

■
山
　
国

◇
後
藤　

智
幸　

様 

風
呂
用
い
す

◇
田
中　

美
穂　

様 

電
動
ベ
ッ
ド

◇
匿
名　

様 

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

一
般
寄
付

一
般
寄
付

一
般
寄
付
品

一
般
寄
付
品

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
寄
付
者
ご
本
人
の
意
思
確
認
に
よ
り
掲
載

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

寄
付
金
品
に
つ
い
て

香
典
返
し

香
典
返
し

市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い

　
ご
芳
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

※
令
和
四
年
五
月
一
日
か
ら

　
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
受
付
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
中
　
津

◇
松　

川　
　
　

清　

様 

（
故　

艶　

子 

様
） 
下
宮
永 

金
一
封

◇
永　

岡　

悦　

子　

様 

（
故　

一　

人 

様
） 

下
池
永 

五
万
円

◇
豊　

島　

陽　

正　

様 

（
故　

美　

子 

様
） 

三
ノ
丁 
金
一
封

◇
山　

内　

大　

樹　

様 

（
故　

惠
美
子 

様
） 

諸
田 
金
一
封

◇
井　

上　

辰　

巳　

様 

（
故　

和　

義 

様
） 

鍋
島 

金
一
封

◇
松　

本　

俊　

一　

様 

（
故　

美
津
子 

様
） 

沖
代
町 

金
一
封

◇
佐　

伯　

清　

衛　

様 

（
故　

京　

美 

様
） 

植
野 

金
一
封

◇
奥　

村　

千
鶴
子　

様 

（
故　

敏　

一 

様
） 

一
ツ
松 

一
万
円

◇
中　

村　

純　

一　

様 

（
故　

豊　

人 

様
） 

北
原 

金
一
封

◇
田　

島　

博　

文　

様 

（
故　

山
内
繁
子 

様
） 

上
如
水 

金
一
封

◇
齋　

藤　

留　

美　

様 

（
故　

洞
ノ
上
春
花 

様
） 

伊
藤
田 

金
一
封

◇
古　

野　

耕　

一　

様 

（
故　

順　

子 

様
） 

下
池
永 

金
一
封

◇
山　

本　

昌　

弘　

様 

（
故　

博　

史 

様
） 

三
ノ
丁 

金
一
封

◇
今　

吉　

滿
喜
子　

様 

（
故　

英
一
郎 

様
） 

中
殿
町 

金
一
封

◇
惠　

良　

正　

治　

様 

（
故　

シ
ノ
ブ 

様
） 

下
宮
永 

金
一
封

◇
古　

田　

博　

幸　

様 

（
故　

光　

子 

様
） 

東
浜 

三
万
円

◇
原　
　
　

茂　

子　

様 

（
故　

正　

博 

様
） 

田
尻 

五
万
円

◇
江　

口　

誠　

一　

様 

（
故　

美　

春 

様
） 

今
津 

金
一
封

◇
一　

好　

ハ
ル
子　

様 

（
故　

達　

男 

様
） 

上
如
水 

金
一
封

◇
加　

治　

ト
シ
コ　

様 

（
故　

民　

雄 

様
） 

小
祝 

金
一
封

◇
森　

本　

千　

夏　

様 

（
故　

如
水
律
子 

様
） 

福
島 

金
一
封

◇
小　

倉　

信　

子　

様 

（
故　

昇 

様
） 

牛
神 

三
十
万
円

◇
田　

邉　

孝　

宏　

様 

（
故　

正　

幸 

様
） 

諸
田 

二
万
円

◇
自　

見　

聖　

一　

様 

（
故　

良　

子 

様
） 

東
浜 

金
一
封

◇
岡　

田　

高　

於　

様 

（
故　

敦 

様
） 

万
田 

金
一
封

◇
井　

上　

さ
と
み　

様 

（
故　

喜
八
郎 

様
） 

永
添 

十
万
円

◇
小　

川　

恵　

子　

様 

（
故　

松
尾
和
行 

様
） 

上
池
永 

金
一
封






